
 

 

「しろいしの未来を語ろう会」アンケート結果 
 

Ⅰ 本日、白石町の未来について印象に残ったことは何ですか。 

 

Ⅰ 本日、白石町の未来について印象に残ったことは何ですか。 

 下地はある。いろいろな材料があると感じた。あとはそれを積極的に生かす方法を

考えること 

 空き家の再利用、祭り Map の作成、佐賀以外の方の話を聞けて気づく点が多かった。 

 参加された方それぞれが白石町を愛する熱意があり、未来は開けていく 

 本町での未来についてのいろんな意見があり、今後の発展につながる 

 宿泊施設がない、商工会のリーダーがいない。農業後継者育成 

 白石町の未来を考えている人がこんなに居るんだ 

 仕事場の確保、空家対策、町のいいところをもっと PR する 

 いろいろな意見をいろんな方が持っておられるのに驚いた 

 白石町民が白石のいいところと聞かれたら、すべての人が答えられるような町にな

ったらいいと思う 

 多様な意見のあることがわかった 

 活動している人や団体、いろんな取り組みがあちこちで、たくさんあることを知っ

た。自己紹介タイムが面白くてそれだけの会があってもいいかと思った 

 これだけたくさんの人が集まり、色々な意見が出されたことに感銘を受けた。老若

男女が力を合わせて白石町の発展につなげていけたらと思いました。参加してよか

ったです。 

 それぞれの人が PR 不足を感じていた 

 白石はやっぱり農業。日本中に誇れる農村、田舎になろう 

 集まった人の白石に対する思いは大体同じだと思った。カフェ方式は良いと思った

が、１テーブルの時間が短すぎて話が途中になった 

 人口、若者の減少を防ぐには、何より、魅力ある町、夢のある町づくりが必要だと

感じた 

 町外からの参加者、婚姻等で白石町に転入された方の意見が問題解決のヒントにな

ると思う 

 小学校の恩師に出会った。昔と今の話で盛り上がった。 

 いきいきと農業ができるように。儲からないことにはいきいきとできない。儲かる

農業、特産品６次産業、農家レストラン 

 子に伝える。白石町の良さ。町の良さを PR。文化財の整備と PR 

 昔の教え子とあって、町の未来について語り合った。みのりちゃんのデザイナーが

（自分の）教え子だったのはびっくり 

 農産物がおいしく豊かなことを活かしつつ、まだまだ PR が足りないのでは。 



 

 

 多くの人が同じことを課題だと認識していたこと。仕事、雇用、少子化対策、定住

対策、白石の PR、高齢者の対策（交通買い物） 

 「町の発展のため何ができるか」のことを町長をはじめ役場職員の方が、真剣に考

えておられる印象を持った 

 みんな思っていることは同じなんだと感じた。あとは、行動力かと思う。みんな白

石町が大好きなので、一般の町民も集めて何か行動に移せたらいいと思う。 

 白石町の PR という意見が多かった。人が集まる仕事が必要。豊かな自然文化歴史を

全国に発信する。素晴らしい意見が出た。 

 いろいろな方が出席したが、集約した意見はおおむね統一されていた。ただ、司会

がダメ！ 

 会場に入ったとたん、白石町が良くなると安心した。若い人が多い。やった（と思

った） 

 兼業農家の難しさ、地盤沈下の現状 

 現状は、理解しているが、解決策は特にないという感じでした 

 今まで町外で生活の経験がなく、白石町のみの生活ですが、県外、町外からの出身

者の話が聞けてよかった。白石町は農業のまち、農産物を使って、広く日本全国に

PR することが大事 

 大阪、北九州ですごしてきて、佐賀に移住されてきたかたの話。圃場に水を張って

田植えをしている風景は外国にきたようだ。都会は、子供が遊ぶ場所、広い空間は

対価を支払わなければならないが、白石町（佐賀）にはそれは解放されている。 

 白石町を良くしていこうと前向きに考えている方がたくさんいらっしゃることが一

番印象に残った。楽しかったです。ありがとうございました。 

 みなさん、共通認識があるということ。わかっていながら、実行できていないとい

うこと 

 若い方の参加者がいたことがうれしかった（高校生もいた） 

 参加者の皆様が、自分の想像以上に白石の将来について真剣に考えていらっしゃる

ことがとても印象に残った 

 さまざまな立場の方が自由に発信した内容もバラバラではなく、同じような意見が

多かった「良さ」の共感がたくさんできた。 

 皆さんの共通の思いであることがわかった。この思いを具現化するためにある程度

専門の人を交えてプロジェクトを組むべきと感じる 

 いろいろな考えがあったことが印象に残りました。 

 みんな考えていることが似ていた。いろんな世代の人と話ができた楽しかった 

 共通点が多い。みなさんとはじめて知り合い話したが思うことは一緒だと実感した。

白石町をよくしたいと思っている人が多いと思っていた。 

 いろいろな方の意見がきけました 



 

 

 いいところがいっぱいあるので、もっと PR をした方がよいと思っている人がたくさ

んいるんだと感じた。 

 農業関係の方々からの話。やはり農業だけでは雇用面で難しいこと。６次化で雇用

を生む！！ 

 まだ考えていけば、たくさんのことがあるということ。たくさんの良い発言がある

が、それを継続的に進めていく課が必要と思われる 

 考えていることに共通性が多い 

 参加されてある方々の様々な意見を聞くことができて、自分の知らなかった「白石

町」をたくさん知ることができました。白石町民は「熱い」人たちがたくさんいる

なと感じました。 

 白石町を好きで誇りに思い、一生懸命働いている人が多いということがわかった 

 空き家が多い。関心を持っている人が多い。 

 PR の拡充や自然や農業を活かした町づくりが大きな課題 

 色々な職業の方と話ができてよかった。ただ司会が下手（女性の方） 

 皆さん、白石町をよくしていくことを考えていらっしゃる方ばかりでした。住んで

いるから、わかることばかりで、住んでいるからよくしていきたい気持ちがあふれ

ていると思いました。 

 思った以上に皆さん白石が好きで、白石をもっとよくしたいと思っている。→でも

どうしたらいいか、１人ではわからないから皆で集まって話したらなんとかなるの

ではないかという希望が持てた気がする。 

 白石を活き活きとした町にするために多くの意見が出され、建設的トークであった。

具体性のある意見を大切にひとつひとつを吟味していくことが望まれる 

 白石の知らないことが知れてよかった 

 子供たちに白石の良さを伝え、PRの拠点を作ること 

 PR が下手 

 特産物を含め、町全体の PR が不足している 

 皆さん自分なりにこうあるべきという考えをもっていると感じました。（若い世代

に対する期待等） 

 うーん、いまいち 

 農業を活かした町づくりをさらにやっていくことが大切と思った 

 たくさんの人と話をしてみて、いろいろな立場によるいろいろな意見があるなあと

感じました。白石町のことを考えること自体が大切だとおもった。役場主導ではな

い、町民の意見が出されたと思う 

 PR 不足がどの場面でも出てきている。人としての思い。何が必要かの考え、人を巻

き込んでいく町づくりをぜひしていただきたい 

 白石町の未来について、たくさんのご意見を聞くことができ、大変勉強になりまし



 

 

た。特に、最後の各班からまとめとしてさまざまな考えを聞くことができました。 

 PR を上手にやっていく方法を考えなければいけない 

 人口増加という点については、空家の有効利用等の意見が多かった 

 白石にずっといる人と、他から来た人での見方が違って面白かった。時間がもっと

ほしかった 

 白石町民の人の良さ。まずは人づくりから生き生きした人が多いと町も活気づく 

 色々な方とお話しすることが出来てよかった。改めて白石町に住んでいてよかった

なと思いました。ぜひこのような機会があれば参加したいです。 

 白石町について語り合い、改めて白石の良さを感じました。今後、「白石町」をど

んどん PRして元気な白石町になってほしいです。その要素がたくさんある町だと思

います。 

 自分達が住む白石町は良い町だと認識しているところ。将来についても積極的に意

見が出てくる 

 白石町の子育て支援が充実していること。そして PR が不足していること 

 まだ、社会経験が浅い私にとっては、いろんな世代の方との交流を通じて多くのこ

とを学べました。とてもよい経験ができました。 

 大学を誘致して若者を増やしていく。佐賀農業高等学校白石高校との交流を深めて

いく。 

 ３町合併の 10 年の成果があまり感じない。一体感ある「白石町」を目指して、官民

が協力して発展させましょう！ 

 人口減少のスピードを遅らせるために、「人が集まる」を考えなければならない 

 まちづくりへの様々な意見を受け付ける担当部署を設置すること。白石町の PR 不足 

 旧町意識をもっと解消し、人口減少に歯止めをしなければならない 

 定住化するために今後どのような方法をとっていくか 

 それぞれが自分の世代中心にものを考えているので、さまざまな意見を聞くことが

できてよかった 

 今日、さまざまな方と白石町について、話し合いました。いろいろな意見や考え方

があり、刺激になりました。とにかく今以上に現状維持が必要である。 

 白石町は他の地域に比べ「もの」がある。これをもって、生かしていくことが必要

だと思う。 

 不特定多数の方が参加され、会話ができたことはよかったと思います。 

 大変みな様、一生けん命でした。 

 



 

 

Ⅱ 本日、白石町の未来について特に言いたいこと、何か言い忘れたことはありますか。 

 

Ⅱ 本日、白石町の未来について特に言いたいこと、何か言い忘れたことはありますか。 

 まずは、人口を 2,000 人増やすこと（戻すこと）。その施策を考えなければならな

い 

 白石町に住みたいと思わせる町にしたい 

 いろいろな意見もあると思うが、若い人の視線を忘れないでほしい 

 産物のレストラン（ここに来たらこれが食べられる） 

 町民でも町のことを知らないので、もっと町内、町外に PRしてほしい 

 箱モノではなく、白石町らしい、独自のことができることが未来につながっていく

ことと信じている 

 特に若い人の意見を多く聞きたいと思った（高校生、未婚の人） 

 各々のネットワーク作りが大事になってくる。ものことを始めよう、立ち上げよう

としたとこにサポートしてくれる人や行政が身近にあることはとても大切。 

 今日出た意見の中で、必ず実現できることが、１つか２つあってほしい。そうすれ

ば、この会を開いた意味があります。よろしくお願いします。 

 白石町を日本一子育てしやすい町にしてほしい 

 ケーブルテレビの活用（長野の川上村参考）POS 討議の活用をしたらいい 

 このワールドカフェの内容で一つでも前に進めてほしい 

 白石のことを知らない人が多すぎる。若者に、当事者意識を根付けることが必要 

 たくさんの意見が出ている。無理をせず、金のかからないアイデアを考えてもらい

たい 

 とても意義なる時だった。楽しかった 

 ICT を活用した情報発信については、協力することができる 

 未来を作るのは、子供たち。子供たちや若い人の意見を拾い出せる仕組みも必要。

子供たちの参加した地域のワールドカフェもやってみたい 

 活気のあるまちにしてもらいたい 

 いいところ、たくさんあるので、PRをお願いする。ネットワーク作りをお願いする。

力を合わせたら何でもできそうな気がした。 

 次世代を担う、子供たちの教育（特に地域の方による）が必要。自分の故郷を大事

にする気持を持たせる 

 白石町には良い素材がたくさんあると思うので、120％活用してください 

 地域の人が協力しあって昔からの祭り等を続けてほしい 

 中学生、高校生、大学生など若い人を多く参加させて、白石町の現状をちゃんと考

えた方がいいと思う。 

 「将来帰ってきたい」と思える白石町の子供を育てるために、家庭学校地域行政が



 

 

団結して行う取り組みを！農業体験→ただの体験でなく、１年間に通した学びを。

「子ども議会」→もっと積極的に！学校をお年寄りと結ぶなど 

 国ですべきこと。地方がすべきこと、分けてしっかり行う 

 この会のことももっと PR を 

 子育て世代の話題があまり出なかった。子供たちを取り巻く環境、生活、教育など。

観光の話、農業の話は多く出たが、どうすれば、移住してくれるかはやはり子育て

しやすい環境を整えることだと思う。病児保育、室内遊び場の充実、子育て支援、

ボランティアの育成 

 現在、町内在中の人、まちを利用する人が今日のような形で頻繁に意見を言い合え

る場がほしい。すでに今後のプロジェクトになっても、とてもいい人材が町にあふ

れていると感じる。皆でタッグを組む環境がほしい 

 未来は自分たちで作るということを一人一人が強く思うようになると町も素晴らし

くなると思う 

 ぜひ、レストラン（農村）を作ってほしい。話だけに終わらず実行してください。

期待しています。 

 農業のブランド化が言われていますが、これを進めるには行政が中心になり、研究

チームを組織し、大学や企業等連携して、研究チームを作ることはいかがですか。

今後のブランド化に大切ではないでしょうか 

 今日集まった意見が、どのように活用されていくか、今日参加していない町民にも

わかるような工夫をしてもらいたい 

 道の駅に皆、期待しています。みんな（他県からのお客さん）が足をとめて寄る場

所、そこに来ないと買えないもの、白石町の良さをもっともっと PR したい！！！併

設して、歴史館、食事処（PR できる絶好の場所になります） 

 どうせ参加するなら、事前に町について知ってから参加したかった 

 白石牛を安く、おいしく食べさせてくれるお店ができてほしい 

 10 年後に残してくれる子供たちの育成に努める 

 子供をどう育てるか、とても大事なことと思います。そのことが白石町の未来にも

関わってくると思う。 

 住民の声は、町が発展していくためには、必要。今後もこのような機会を作ってく

ださい。 

 白石の良さを良さだと気づいて発信していくことが大切だと思う。もっと、たくさ

んの様々な年代、職業の人に参加してほしい（まちのリーダー的な人以外の人にも

参加してほしい） 

 ①ゴミ収集場が遠いため、老人は持っていけない。ぜひ、そういう方のために回収

車を、②交通不便な福富町に老人などにタクシー切符配布等考慮したら？ 

 産み育てる、留める、呼び込む。以上の３つを複合的に取り組むことが重要と考え

ている。外食部門でメインとなりえる食材を作る。和牛を女性に生産提供できるよ



 

 

うな体制づくり 

 福富に駅をつくってほしい 

 ご当地カレーを作る 

 若者が集まる大学誘致という意見はと思う 

 白石町の広報に結果を載せてほしい。観光発信の強化（アクセス、周辺整備） 

 若い人の意見をもっとききたい。若い人の未来像を聞きたい 

 何事にも、町の PR をもっとやってほしい 

 人と人のつながりを密にして、どこに行けば何でもわかるような拠点の場所があり、

元気な人づくりをしっかりしていく人が一人でも増えたらいいと思った 

 人口を減らさず、白石町をもっと PR していった方がいいと思いました。 

 やっぱり白石が好きだといえる町にしたい 

 人にやさしい人材育成につとめてほしい 

 白石は農業の町として発展が基本と思う。さらにこれに加えて働く場所も考える。

エコの時代にあった、水素ガス会社の誘致はどうでしょうか 

 ずっとこのままの自然を残してほしい 

 佐賀市内の知人から「白石町は子育てしやすい町みたいだね！」とよくいわれます。

私自身、白石町に住んでいますが、どのようにいいのか知りません。町内の方にも、

そして町外の方にも子育てしやすい街としてPRすれば子どもも増えてくれると思い

ます。 

 高齢化社会、町民が安心して暮らせるまちづくりをお願いします。 

 人口減少は日本全体の問題でもあるが、地方が再生しないと改善できない。各地方

がかんばれば日本も盛り上がる 

 白石町は大きな変化を待っていると思う。（今日、参加してみて、問題点、良いと

ころ、たくさん出てきたように思います） 

 高齢者が安心して豊かに暮らせるような社会づくり。若い人たちの出会いをもっと

作り、子供を増やすようにしていきたい。 

 皆さん、白石町のことをよく考えていらっしゃいます。 

 町政だけでなく、町民も考えることが必要。いろいろな視点で 

 生涯スポーツの立場から、町民の資質能力を高めるよう、幼児期、青少年期への養

成を。 

 白石町の象徴である町章の正しい使われ方 

 町としての資源（ヒト、観光、農作物）の PR をしていくことが大事だと思いました 

 PR として全国で初めてなどの通常意識を超えたものをする。白石町の PR の CM があ

ったら（よい） 

 テーマが「白石の未来を語ろう会」になっているが、話が総論すぎて未来とはいつ

頃までのことか不明で、それがないと検討できない。白石町の今の問題と課題、現



 

 

在対策をまとめてほしい（優しい言葉で） 

 農業系の大学を呼ぶ～四季折々の農産物があるので。 

 



 

 

「しろいしの未来を語ろう会」アンケート結果（速報） 
 
Ⅲ 本日のワールドカフェは楽しめましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ ワールドカフェをまた、やってみたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1．大変、楽

しめた

46

52.9%

2．まあ、楽

しめた

38

43.7%

3．あまり、

楽しめな

かった

2

2.3%

4．全然、楽

しめなかっ

た

0

0.0%

無回答

1

1.1%

N=87

 １．大変、楽しめた          ２．まあ、楽しめた  

 ３．あまり、楽しめなかった      ４．全然、楽しめなかった 

 １．ぜひ、やってみたい        ２．機会があれば、やってみたい  

 ３．あまり、やりたいとは思わない   ４．全然、やりたいとは思わない 

1．ぜひ、やっ

てみたい

25

28.7%
2．機会があ

れば、やって

みたい

58

66.7%

3．あまり、

やってみたい

とは思わない

3

3.4%

4．全然、やり

たいとは思わ

ない

0

0.0%

無回答

1

1.1%
N=87



 

 

Ⅴ まちづくりに、このワールドカフェを取り入れてほしいですか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅵ 最後に、あなたの年代、性別を教えてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男

51

58.6%

女

34

39.1%

無回答

2

2.3%
N=87

 １．ぜひ、取り入れてほしい      ２．機会があれば、取り入れてほしい 

 ３．あまり、取り入れてほしくない   ４．取り入れてほしくない 

1．ぜひ、取り

入れてほしい

50

57.5%

2．機会があれ

ば、取り入れて

ほしい

36

41.4%

3．あまり取り

入れてほしくな

い

1

1.1%

4．取り入れて

ほしくない

0

0.0%

N=87

10代

2

2.3% 20代

12

13.8%

30代

11

12.6%

40代

15

17.2%

50代

22

25.3%

60代

18

20.7%

70代

5

5.7%

無回答

2

2.3% N=87


